





















































影響を調べている。 200ppm以ードでは界面活性剤添加の影響は現れないことを示した上で、 200ppm以 tの
溶液について、パックグラウンド乱れが大きい流れの場合には濃度の増加とともに臨界Reは増大するのに
対し、舌しれの小さい流れて・は400ppm以ー下の低濃度溶液の選移はむしろ早まり、それ以上の濃度では濃度の
増加とともに遷移は遅れることを明らかにしている。また、界面活性剤添加はスラグ発生を抑制すること
を見出している。
第5章では、本研究で得られた成果をまとめている。
以上のように、本論文は管内流選移および選移に及ぼす界面活性剤添加の影響に関して有益な知見を得
ている。これらの成果は、流体工学の発展に寄写するところが大きい。よって本論文の著者は博士(工学)
の学校を受ける資格を有するものと認める。
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